
月日 差首鍋 金山 新庄 向町 肘折

7/6 ● ● － ● ●
7/7 － － － － －
7/8 － － － － －
7/9 － － － － －
7/10 ● ● － － ●
7/11 － － － － －
7/12 ● － ● － －
7/13 － － － － ？
7/14 － － － － －
7/15 － ● － ● ●
7/16 － － － ● －
7/17 ● ● － ● ●
7/18 ● － － － －

 
 

 

 

 

 

圃場を見回り早期発見を！ 

管内では、７月以降、葉いもちの感染好適条件と

なる日が複数日出現しており（表１）、葉いもちの多

発圃場が増えています。 

生産者の皆さん、早急に圃場を見回り、発生状況

を確認しましょう。 

 

発見後直ちに薬剤防除を！ 

収量・品質の低下に繋がる穂いもちの発生を防ぐに

は、感染源となる葉いもちの上位葉への進展を防ぐこ

とが重要です。予防粒剤を使用した場合でも、発生を

確認したら、直ちに表２のような薬剤による防除を行

いましょう。また、前もって計画している無人ヘリ等

での防除日まで期間が空いている場合は、追加防除が

必要です。 

なお、薬剤の散布に際して、穂いもちの共同防除計

画等を確認し、使用回数が基準を超えないよう注意し

ましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

農薬のドリフト（圃場外への飛散）に注意！ 

農薬を使用する際はドリフトに十分注意しましょう。 

特に、風の強い日はドリフトの危険性が高まります。 
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葉いもちの蔓延に注意！ 

早期発見、早めの薬剤防除を！ 

表１ 葉いもちの感染好適日 

●が感染好適条件。 

BLASTAMによる推定。 

薬剤名

ノンブラス粉剤DL トリシクラゾール（3回以内） フェリムゾン　　（２回以内）

ブラシン粉剤DL フェリムゾン　　（２回以内） フサライド　　　（3回以内）

ブラシンフロアブル フェリムゾン　　（２回以内） フサライド　　　（3回以内）

ダブルカット粉剤3DL カスガマイシン　（２回以内） トリシクラゾール（3回以内）

ダブルカットフロアブル カスガマイシン　（２回以内） トリシクラゾール（3回以内）

カスミン液剤 カスガマイシン　（２回以内）

有効成分（本田での使用回数）

表２ 葉いもち防除薬剤と有効成分ごとの使用回数の例 

写真１ 葉いもちの病斑 

（最上町、「あきたこまち」、7/10） 


